相川町の文化財 by 相川町教育委員会




　　平成13年改訂版
相川町教育委員会

はじめに
　わたしたちの相川町は、西に広がる日本海と大佐渡山脈に恵まれ、海と山の美しい自然環境
のなかで、生産と生活を営んできた。北から外海府、高千、金泉、二見の村々と近世初頭から
の金銀山の繁栄によって、鉱山町となった旧相川の町とで構成されています。
　これらの異なった生活を持った村と町は、たがいに影響しあいながら、相川の歴史と文化を
育んできました。
　旧相川には、近世から近代にかけての金銀山にかかわるさまざまな史跡と、そのなかで暮ら
してきた人々の文化のあとが数多く残っています。二見半島には、台ヶ鼻古墳や浜端洞穴遺跡
など古代の歴史を知るうえで貴重な遺跡が沢山あります。金泉から外海府の村には、文弥人形
　しなや級織り・裂織り等、古くからの民俗行事や民俗資料が受け継がれています。
　また、尖閣湾や平根崎に代表される、千畳敷からニツ亀までの海府海岸は、名勝、天然記念
物として広く知られています。
　このように、相川町には、美しい自然と、わたしたちの祖先が長い歴史の中で伝承してきた
文化財が沢山あります。
　文化財は、古くて生活環境の便利さをはばむ、やっかいなモノという概念がありますが、祖
先から受け継いだ貴重な財産であり、後世に伝える義務があります。生活に多少の不便はあっ
ても自然と文化とともに暮らし、かけがえのない共有財産である文化財を守り受け継いで、次
の世代へ伝え、そして、相川をふるさとにもって幸せだといえる町にしたいと思います。
　このことは、相川町の文化財保護にたずさわる者の、かわることのない願いであり、町民に
課せられた務めでもあります。
　昭和50年に発刊した『相川町の文化財』は、幸い多勢の方から好評をもって迎えられまし
た。10年後の昭和61年3月に『相川町の文化財　改訂版』が発刊されました。それからすで
に17年の歳月が経ちました。この間、町民の文化財に対する関心と理解がたかまるなかで、
新たに指定された文化財は、国指定1件、県指定3件、町指定8件、を数えるに至りました。
　そこで、これを契機に既刊冊子を見直し、新指定文化財と相川町に所在する国と県の指定文
化財及び相川町指定文化財について、それぞれ写真と解説を加えて、『相川町の文化財　平成
13年改訂版』として刊行することにしました。
　前書に引き続き、町民の皆さんからできるだけ広く活用ねがい、文化財について一層の理解
と親しみを深めていただけるならば幸いです。
平成14年3月
相川町教育委員会
　　教育長中村正直
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区 分有形文化財（重要文化財）
種 別　　彫 刻
名 称金銅聖観音立像
指定年月日　明治44年8月9日
所在地相川町大字二見109－1
所有者・管理者　　龍　　吟　　寺
　この観音像は、台ヶ鼻の沖にある双股岩に漂着したもので、順徳天皇の持仏であったという伝
承を持っている。
　平安時代初期（9世紀初め）に唐の影響をうけて、日本で製作されたものである。像の高さは
35．4㎝である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようらく　本体は一鋳し、右腕のひじから先と台座は別に鋳造したものである。天衣・理塔・冠帯の飾り
も別に鋳造して取り付けてあり、全体に鍍金をほどこしてある。
　　　　ほうけい　大きな宝髪を結い、やや伏せ目で優美な顔は、貴公子を思わせる。左手は下げ、右手を曲げて
てのひら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わんせん掌を前にむけている。両腕には三道（苦・感・業）をあらわす腕釧をつけている。胸飾りや理路
をつけた胴体部はすこしくびれている。腰をかすかに右にひねり、つま先を開いて立つ異国的な
容姿は、8世紀前半ころの唐の造形様式を受けついだものである。
※理塔＝インドの貴族男女の、珠玉や貴金属を編んで作った首飾り。また、仏像の装飾にもした。
※宝書＝美しいまげ。菩薩や天部の仏像が頭上に結んでいるもとどり。
一2一
高さ　35．4cm
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、区 分　　民俗文化財（重要有形民俗文化財）
種 別　　器 具
名 称佐渡海府の紡織用具
指定年月日 昭和51年8月23日
所在地相川町大字坂下町20番地
所有者・管理者相川町
　相川の海岸一帯は、冬の季節風や潮風が強く、暮らしの条件の厳しい土地である。また麻や
木綿の栽培に適さない自然条件であったが、シナ・フジ・ヤマソなどの繊維素材が豊富なので、
それらを利用して衣服をつくるという生活が長く続いてきた。
　江戸時代の中期以降に、廻船によって西日本から繰綿や古木綿が持ち込まれると、肌ざわり
が良くて暖かさのある木綿布が衣料の中心を占めるようになり、フジ・シナ・ヤマソをタテ糸
に、古木綿を細く裂いてヨコ糸にして織る曇織がつくられるようになった。
　海府一帯で伝承されてきた、シナ織、裂織の製品とそれを製作する紡織用具は、この地域の
紡織習俗の様相だけでなく、わが国の衣料生活の推移を知る上での貴重な資料である。
紡織用具 274点
製品 254点計542点
紡織にともなうその他の資料 14点
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区 分　　民俗文化財（重要無形民俗文化財）
種 別　　民俗芸能
名 称佐渡の人形芝居
指定年月日　昭和52年5月17日
所在地両津市・佐渡郡
所有者・管理者　　佐渡人形芝居保存会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょう　佐渡には、説経・のろま・文弥の三つの人形芝居が伝わっている。人形の頭、人形の操作、浄
る　り瑠璃にそれぞれ特色があり、人形芝居の変遷を知るうえで貴重なものである。
　佐渡の人形芝居が、いつ頃、どのようにして始まったかは明らかでないが、江戸時代の中期享
保頃（18世紀初め）には、神社や寺堂の祭の余興として、説経節にあわせて人形があやつられ、
その幕合狂言としてのろま人形が演じられていたようである。
　説経人形は、仏教の説経が歌謡化した説経節にあわせて、人形を遣うもので、佐渡では合戦
　　　　　　　　　　　　そでつ物が多く演じられた。人形は裾突っ込み式で一人であやつる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こっけい　のろま人形も一人遣いで、方言や俗語をつかって、滑稽な物語を演じて、観衆を笑わせた。
　文弥節は、盲人によって語りつがれた浄瑠璃である。近松門左衛門の作った義理人1青の物語が
多く語られた。文弥節は説経人形より早く、佐渡に広まっていたようである。
　明治時代に入ると、文弥節と人形が結びついて文弥人形が成立した。そして、人形遣いの大
崎屋松之助によって、御殿をとり入れた二重の舞台装置や、人形の着物の背をさいて左手を入
れるようにしたり、頭が前後左右に動くように改良された。この改良によって、舞台に変化が加
わり、人形の動作や表情が複雑になり、さらに、哀調をおびた文弥節の語りとが一体になって、
今日の形が整った。
　現在、人形座は、説経人形とのろま人形は新穂村広栄座。文弥人形は、羽茂町・金井町・佐和
田町・相川町などにある。相川町には、入川の文楽座、関の関栄座がある。
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文弥人形
のろま人形
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区 分　　記　念　物
種 別　　名 勝
名 称　　佐渡海府海岸
指定年月日 昭和9年5月1日
所在地相川町・両津市
所有者・管理者　　相川町・両津市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじきざき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいしょくがい　佐渡海府海岸は、相川町から大佐渡北端の弾崎にいたる延長約50kmの変化に富んだ海蝕崖
がんしょうちたい岩礁地帯である。
　海岸の景観は、岩谷口湾を境に北と南に分けられる。尖閣湾に代表される南区は、海岸線の出
　　　　　　　あいかわぎょうかいがん入りがはげしく、相川凝灰岩を主とした種々の火成岩による、壮大な海岸段丘が海にせまった
　　　　　　　　　　ばくふ柱状節理となり、大小の漂布がかかり、断崖や島々は、日本海の激浪によって刻まれた、変化に
富む厳しい風景がくりひろげられている。
　大野亀半島やニツ亀島で代表される北区は、かたい粒状玄武岩からなり、南区のように海岸段
丘は発達していない。陸地が大斜面の状態で海になだれこんでいて、風景はやや単調であるが、
海上の島々や半島などを加え、豪壮な感じがある。
　このように、対象的な自然景観が見られる海岸で、学術的にも貴重なものである。
名勝　佐渡海府海岸位置図
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尖閣湾
岩谷ロ海岸
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区 分　　記　念　物
種 別　 天然記念物
名 称平根崎波蝕おう穴群
指定年月日 昭和15年7月12日
所在地相川町大字戸中1465番地
所有者・管理者　　相　　川　町
　相川町戸中の平根崎海岸にみられる、波浪によって生じた岩盤浸蝕現象のひとつである。
　波打ちぎわにある岩盤が、強い波浪をうける場合に、岩質がち密であるときは、波の差引き
によっておこる渦巻きにより、激しい浸蝕がおこなわれてくぼみが生じ、この中に礫などが落
ち込むと、さらに浸蝕、研磨が早められて、直径数10cmから、数mにおよぶ見事な円形のくぼ
み（おう穴）が形成される。
　平根崎海岸の大傾斜面に見られるおびただしい波蝕おう穴群は、波浪の営力を知る貴重なも
のである。
0 100 200 300
km）
平根崎波蝕おう穴群位置図
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遠景
おう穴群近景
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区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称　　佐渡金山遺跡
指定年月日　　平成6年5月24日
所有者・管理者　　㈱ゴールデン佐渡・大安寺・相川町・その他
　佐渡金山は、近世におけるわが国最大の金銀山である。開発は慶長初期にさかのぼるといわ
れている。江戸時代を通じて、幕府直営のもとに開発され、幕府の重要財源であった。
　慶長・元和・元禄時代を最盛期として盛衰を繰りかえした。維新後、明治政府は洋式の技術
を採用して近代化をはかったが、明治29年民間へ払い下げ、今日にいたっている。
　町のなかには、金銀山にかかわる様々な史跡と、そのなかで暮らした人々の文化のあとが数
多く残っている。
（1）宗太夫間歩 相川町大字下相川3番ノ2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てて　慶長6年（1601）佐渡金山発見と共に開発された同鉱山最古の「父の割戸」下の「割間歩」
は、慶長9年初代佐渡金山奉行、大久保石見守長安によって定められた直営坑36ヶ所の一つで
同鉱山中最大最良の鉱脈である。
　「宗太夫」は、この「割間歩坑」の中の一鉱区（敷）であり、数多くの佐渡金山鉱区の中で
も、それ以前のものとは画期的な「大型坑道」で、鉱石の運搬、排水作業の便等を十分考慮に入
れて、その採掘稼働を、より効率的ならしめるように造られた「斜坑道」の典型的な生のサンプ
ルでもある。
　坑口の高さ約3m、幅約2mで、地下は海面下に達しており、また他の鉱区とつながる運搬坑
道（間切）が縦横に走っている。
　　　　そすいどう②南沢疎水道 相川町大字南沢町150番地
　「佐渡の金山登る梯子はこの世の地獄」と詩は坑内排水作業の苛酷な様子を伝えている。坑内
にたまる湧水の処理のために、岩をくりぬいて掘った排水用のトンネルで、割間歩から相川湾ま
での約1kmを、ぎと魏だけの手掘りで、元禄4年（1691）から9年までの6年聞かかって掘っ
た。卓越した測量技術によって三区分し、中間に2本の竪坑を掘って6ヶ所から掘り進むという、
特異な工法で、見事に排水処理を行なった。
　この疎水坑道は、現在も鉱山の地下水を日本海へ流しつづけている。
一12一
（1）宗太夫間歩坑内 （1）宗太夫間歩入口
（2）南沢疎水道
　　一13一
（3）佐渡奉行所跡 相川町大字広間町1番ノ1
　佐渡奉行所は、相川湾を眺望する舌状の台地上にあった。慶長8年（1603）、大久保長安は
相川の金銀山が栄えると、半田清水ヶ窪（現広間町）の田地を、山師山崎宗清より買い取って鶴
子（佐和田町）にあった陣屋（佐渡奉行所）を慶長9年相川へ移した。
　数寄屋風の茶室なども造ったといわれているが、数度の火災に合い、その都度縮小された。安
政6年（1859）再建された奉行所は、明治以降佐渡県庁、相川県庁、郡役所、新潟県支庁、旧
制相川中学校として利用されたが昭和17年（1942）12月焼失した。現在の佐渡奉行所は平成
7年より復原工事が始まり、平成13年4月より一部一般に公開されている。
（4）大久保長安逆修塔・河村彦左衛門供養塔 相川町大字江戸沢町1番ノ6
（大久保長安）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じきやま　慶長8年（1603）佐渡奉行に任じられ、直山制と呼ばれる直営形態で鉱山を経営して、金銀
山開発の礎を築いた。
　石見（島根県）、伊豆（静岡県）の金銀山奉行も兼ねていて、金銀増産の功績は大きく、徳川
家康の信任もあつかったが、死後、所領を没収され、一族は処刑された。
　逆修塔は、長安が建立した大安寺に自分の今後の冥福を祈って生前に仏事を行った構築物であ
　　　　　　　　　しゃくたにいしる。越前（福井県）の笏谷石で造った宝きょう印塔で、戒名と慶長16年の年号が入っている。
（河村彦左衛門）
　上杉景勝の家臣で、佐渡代官として佐渡を支配していた。景勝の会津移封後も、佐渡の国情に
詳しいことから佐渡にとどまり、金銀山の開発につとめた。
　慶長5年（1600）佐渡一国検地をおこなった。慶長7年（1602）家康に排斥されて佐渡を
去り、村上で慶長13年（1608）に没した。
　供養塔は、均整のとれた堂々たる巨石による五輪塔で、慶長13年の年号が入っている。
（5）鐘　　楼 相川町大字八百屋町4番地
　旧佐渡奉行所の時報鐘で、正徳3年（1713）5月、奉行荻原重秀の命によって下戸浜で鋳造
したものを現在の位置に設置し、6月6日九ツ時より撞き始めたものといわれている。
　時報は初め奉行所に太鼓を置いて知らせていたが、正徳2年に山之神で鐘を鋳造し、相川丸山
に鐘楼を建てたが、奉行所より遠いため現在の八百屋町に移し、この際に鐘自体も鋳造したとい
われている。銘に「正徳三癸巳年五月朔日　越後高田住　土肥藤左工門尉藤原家次」とある。
一14一
（3）佐渡奉行所跡
（4）大久保長安逆修塔　高さ150（cm）
（5）鐘楼と旧裁判所煉瓦塀
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（6）御料局佐渡支庁跡　　　相川町大字坂下町20番地
　徳川幕府の直轄地であった佐渡金銀山は、明治時代になると、明治政府に引き継がれ、外国
人技師によって、近代技術の導入による新しい鉱山経営がはじまった。鉱山は、大蔵省・工部
省・宮内省と所管がかわり、明治29年に三菱合資会社の手に移り、鉱山事務所となった。
　現在、博物館として使用しているこの建物は、宮内省御料局時代に建てられたもので、屋根
瓦に菊の御紋章がついている。
　　　　われと（7）道遊の割戸 相川町大字銀山町1番ノ1
　金山発見伝説を伝える、湧きあがり間歩と呼ばれる露頭鉱脈である。慶長の初めころ、金銀
を求めて人々はこの山の前や後からたくさんの坑穴を掘り、鉱脈を追った。金掘大工の握る鐙
が、何年・何十年の歳月の間に山を掘りくずし、真二つに断ち割った。頂上部の裂け目の間隔
は約30m、深さ74mである。
高誌
道遊の割戸断面図
一16一
（6）御料局佐渡支庁跡
（7）道遊の割戸
　　一17一


区 分有形文化財（美術工芸品）
種 別　　彫 刻
名 称銅造観世音菩薩立像
指定年月日　昭和59年3月27日
所在地相川町大字鹿伏407番地
所有者・管理者　　観　　音　寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうがた江戸時代初期に、相川へ配流になった小倉大納言実起の持仏と伝えられる仏像である。蝋型
原型から台座を含むすべてを一鋳したもので、全体をタガネで仕上げている。鍍金を施してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あとたはずであるが、後世に火をうけて、その痕を留めていない。
　たんけい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にぎやか　単誓を結び、三面頭飾（宝冠）や化仏をつける頭部が賑に大きく感じられるが、顔の小さい
長身のすんなりした姿で、身にまとう薄い衣の流麗で変化に富む表現に、奈良時代前期（7世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひれ紀後半、白鳳時代）の特色がよく現われている。また、下半身の両側に鰭状に拡がって垂れ下
る天衣の形式は、飛鳥時代の古式を伝えている。
　像の高さは、17．5㎝と小さいが、わが国上代金銅仏のなかでは異色のある仏像である。
　　　　　　さねおき　小倉大納言実起は、霊元天皇のあとの皇位継承問題で、天和元年（1681）流刑になった。長
　きみつら　　　　　すだとも男公連、二男季伴とともに相川にすんだ。実起・公連ともに貞亨元年（1684）に病死し、観音
寺に葬られた。そして、仏像は観音寺に納められて今日に至っている。
一20一
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高さ　17．5cm
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区 分　　有形文化財
種 別　　古　文　書
名 称川上家文書
指定年月日 平成11年3月30日
所在地相川町大字坂下町20番地
所有者・管理者　　川上二六・相川町
　佐渡金銀山は、徳川幕府が最も重要視した近世期随一の金銀山であった。金銀山に関する史
料は沢山残っているが、それらはいずれも分散的、部分的なものが多く、体系的に残されてい
るものは少ない。
　このような中にあって、「川上家文書」は比較的まとまっており、近世初期の鉱山経営を理
解するうえで貴重なものである。
　これらの史料は、両津市大字和木の川上家において、屏風の下張から発見された。元々は、
大小の紙片に裁断されていたが、それを23冊（現存は22冊）に綴ったものである。
　史料の内容を見ると、慶長10年（1605）から18年（1613）までの、佐渡金銀山の元締岩
下惣太夫から駿府（静岡県）の大久保長安に送られた、金銀山の状況報告や指示を仰ぐ書状、御
直山への鍛冶炭・ろうそくの渡帳、ならびに岩下惣太夫と駿府の手代戸田藤左衛門の間を往復し
た書簡とその留書などである。
　この「川上家文書」によって、徳川家康時代の金銀山の様子や、鉱山経営の実態が明らかに
なった。
一22一
「御前言上留書」
　慶長15年　佐渡陣屋から駿府に送られた手紙の留書
「鍛冶炭渡し帳」
　宗岡佐渡　草間内記の承認印がみえる
裟
霧
彩
葱
i
床屋水銀ながしのこと　石見銀山・伊豆銀山が栄えていたことがわかる
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区 分　　有形文化財
種 別　　考古資料
名 称佐渡奉行所跡出土品一・括
指定年月日　平成12年3月24日
所在地相川町大字長坂町16番地
所有者・管理者　　相川町教育委員会
　平成6年から平成10年まで行なわれた佐渡奉行所発掘調査の出土遺物のうち、金銀の製錬に
関連したもののなかで特に重要なもの。
鉛（172点）の平均は縦69㎝、横26cmの楕円形で中央の厚み5cm前後である。鉛表の中央
には目方と検査印が押され、上に生産者と思われる印がある。荷札木簡（16点）ヒノキ属でつ
くられ、縦約13cm、幅約2．5cmを測る。表側に鉛・目方・番号があって、裏側に世話人（送付
人）と思われる名が入っている。盤状土製品（8点）蓋形と鉢形がある。鉢形は蓋形に比べ底が薄
く出来ている。縁の浅いものから深いものまで大きさや形態が一致しないが、ほとんど楕円形を
している。棒状土製品（33点）角柱状のものと円柱状のものの二種類がある。根元と末口では
径の差があり、根元は大きい。被熱で白く変色している。羽口（13点）大きな丸形と小さな角
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たたきいし形に分類される。用途によって使い分けたものと思われる。拍石（41点）玄武岩質安山岩がほ
とんどで、少ないが安山岩、石英石等も混じる。四角い穴だけのもの、丸い穴だけのもの四角と
　　　　　　　　　　　　　　　いしうす丸の混在するものの三種類がある。石磨（上磨109点）下磨と組で鉱石を粉砕する。下相川産の
球願状流紋岩がほとんどであるが流紋岩も混じる。（下磨70点）花簡岩質礫岩がほとんどで、2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふね　　　　　　　よせせりば点のみ花闇岩が混じる。戸中から片辺にかけてが産地で船にて運んだ。舩（6点）寄勝場の石磨
で粉にしたものを水の中で汰返すのに水を貯めておいた道具。桶（2点）中にはセリカスが堆積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざるしていた。ねこ流しで使われる「前たれおけ」と思われる。旅（1点）勝場の中の金場で使う
「さく旅」かねこ流しで使う「ネコ旅」と思われる。
一24一
盤状土製品
拍　石
舩
灘購
荷札木簡
灘1
荷札木簡
棒状土製品
石　磨（上磨）
　桶
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石　磨（下磨）
旅
区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称相川鉱山遺跡鎮目市左工門墓
指定年月日　昭和33年3月5日
所在地相川町大字下相川852番地
所有者・管理者　　総　　源　　寺
　鎮目市左衛門は、元和4年（1618）～寛永4年（1627）まで佐渡奉行をつとめた。甲斐国
鎮目村の出身で、真田攻めでは七本槍の一人として活躍した。
　諏訪間歩を始めとして、33間歩を公費投入の御直山として取り立てたり、山主の費用で経営
する自分山からの公納の定率化をはかり、山主の経営を安定させるなど、金山復興に力を注いだ。
また、相川の全町民に二割安米を常例化したり、金銀は総買上げ制にするなどの積極的な産金政
策と経済政策に取り組んだ。また佐渡小判や、佐渡一国通用の極印銀の鋳造を行なうなど、金山
に活気を取り戻した。名奉行として10年間在勤したが相川で急死した、享年64才。
　墓は弘化2年（1845）の造立で、長男惟吉の八代後継惟成、次男惟忠の八代後継喜一等によ
って現在の位置に建てられた。鎮目奉行の功績は、歴代の佐渡奉行のなかでも名奉行として今日
に伝わっている。
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　　鎮目市左衛門の墓　高さ136cm
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区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称　　浜端洞穴遺跡
指定年月日　昭和48年3月29日
所在地相川町大字高瀬1235－－1
所有者・管理者　　渡　　部 寛
　　　　　　たこせ　相川町大字高瀬の北端、二見半島西海岸の日本海に面したところにある。二見半島は平坦な
海岸段丘が著しく発達しているが、30mほどの段丘のすそ、海岸から約40m入った位置にある。
洞穴は、段丘基盤の緑色凝灰岩の構造的に弱いさけめが、風浪によって浸蝕を受けて形成された
かいしょく
海蝕洞穴である。幅約2mで、北西を向いている。
　昭和43・44年の発掘調査によって、約10層にわたる堆積層から、弥生式土器・管玉未完成
　　ぽっこつ品・卜骨・骨角器・人骨などが出土し、弥生時代から古墳時代にかけての洞穴遺跡であることが
確認できた。
　弥生時代から古墳時代の洞穴遺跡は数が少なく、とくに、占いに使用したト骨の出土は、県内
では、金井町芋橦遺跡とここだけで、全国的にみても稀少で、学術的な評価は極めて高い。
一28一
浜端洞穴遺跡出土品
浜端洞穴遺跡遠景
　　一29一
区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称　　台ヶ鼻古墳
指定年月日 昭和48年3月29日
所在地相川町大字二見550番地
所有者・管理者 新潟臨港海陸運送株式会社
川崎製鉄株式会社・その他
　佐渡において、古墳はほとんどが真野湾ぞいに存在している。相川町の二見半島には9基の
古墳がある。相川町米郷から二見へ行く途中の半島の突端に台ヶ鼻灯台がある。この灯台の真
下に台ヶ鼻と呼ばれる小岬が突出しているが、台ヶ鼻古墳はこの小岬の馬の背状の稜線に構築
された古墳である。古墳はこの背をたち割って石室を設け、周囲を削ってその土を盛って墳丘
を作っている。低い墳丘ではあるが、海上から望むと、峻立してみえる。
　この古墳は明治時代に盗掘され、天井石はすべて失われ、奥壁の一部は取り去られているが
石室は羨遙と斐窒より構成さ払羨道は長さ約3m、幅80　cm、高さ1．5m。玄室は、長さ3．6
m幅2m、高さ2mの両袖式石室である。石組の石材は海岸の転石を一部加工して使用している玄
室の床には玉石が敷つめられていた。石室の四隅は三角状の石を置いて天井まで持ち送っていく
手法がもちいられている。この「隅三角状持ち送り式天井の石室構築法」は、県内では他に例を
みない貴重なもので、高句麗式と呼ばれている。
　この古墳は7世紀後半に築かれたものである。須恵器・直刀・人骨が出土したというが現存
しない。
一30一
〇　　　　　　　　　　　2η2
石室実測平面図
玄室内部（奥壁から羨道を望む）
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区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称小川台場跡
指定年月日 平成14年3月29日
所在地相川町大字小川1289－1
所有者・管理者　　小川集落
　佐渡奉行は文化5年（1808）に殿見崎に台場を構築して異国船の来襲に備えたが、1貫目以
下の大砲では異国船に対抗できず、嘉永3年（1850）に1貫目玉筒を鶴子で鋳たてた。それを
殿見崎からわずかしか離れていない『原』（地名）に配置するため、大きい台場を新しく構築
したもので、県内では唯一全容を完全な姿で留めている。
　台場は半円を呈し、直線延長は約45mを測る。西の日本海に向かって崖上に構築され、東の
陸側から両端と中央に三つの登り口がある。登り口の上面は平坦面が広く、大筒を備える場所
と思われる。中央の登り口広場に1貫目玉の大筒を備え、左右には小型の筒を配置したのであ
ろう。平面から約60㎝の所で幅約120㎝の通路が設けられている。大筒の玉を置いたのか、交
代のために兵が走る通路に利用したのかも知れない。戦闘時には鉄砲発射用の弾込場となり、
身を乗り出して一斉射撃にも利用できる。
　異国船の襲来による交戦はなかったものの、訓練は数多く行なわれており、とくに地役人の
多数が砲術習得を覚え、奉行や上級役人がしばしば見聞に訪れて士気を高揚している。
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小川台場跡平面図
一32一
遠　景
お台場近景
　一33一
区種
名
分
別
称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
記　念　物
天然記念物及び名勝
台　　ケ　鼻
昭和48年3月29日
相川町大字二見551
新潟臨港海陸運送株式会社
川崎製鉄株式会社・その他
　台ヶ鼻は、二見半島の東南端に突き出た丘陵の先端部にある小岬である。この岬には台ヶ鼻
古墳がある。また、東側岸辺には、長さ62m、最大幅12mにわたる平坦な岩盤状に、大小の波
蝕おう穴群がある。おう穴の大きさは、最大のもので直径1．3m、深さL2mある。満潮時には
水面下5㎝、干潮時には水面上25㎝の状態になる。この波蝕おう穴群は、日本海の波浪によっ
て生じた岩盤浸蝕の珍しい現象で、貴重な資料である。
　なお、台ヶ鼻は岩礁、地形、植物の景観がすぐれ、真野湾をへだてた対岸の海岸線、日本海
の眺望も美しく、名勝地にふさわしい要件がそろっている。
o 60 120 t80（［田
台ヶ鼻位置図
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区 分　　有形文化財（美術工芸品）
種 別　　絵 画
名 称大提灯の武者絵（13点）
指定年月日 昭和49年8月1日
所在地相川町大字坂下町20番地
所有者・管理者　　石相町町内会・相川町
　旧相川町に古くから行なわれている行事に、氏子祭（小祭ともいう）がある。相川の各“大
　　　　　　　　　　　　　よみや字”の氏神様の例祭日で、この宵宮と祭礼当日に氏子は大提灯を献灯することにしていた。
　大提灯は、タテ約1．5m、ヨコ約4m、奥行50　cmの箱状の大きなもので、日本史あるいは佐
渡の歴史に関係ある武者絵（源平合戦、村上義光芋瀬錦旗奪返、粟津ヶ原合戦、阿新丸、日蓮な
ど）が彩色豊かに描かれている。
　各町内2・3ヶ所、大きな町内になると4・5ヶ所に掲げられる。道路の両側の家の軒から
軒へはしごを渡し、その上に提灯をのせて、ロウソクに火がともされると、見物客で町内は大
いに賑った。提灯の管理は若者の役目で、突然の大雨や強風でやぶれたり燃えたりしないよう
見まわった
　提灯の絵は、江戸後期のものは中川鮎川、明治初期のものは村田至周、古土北海、岩佐半仙
等が描いている。
　石相町のほか、柴町、材木町、四町目、三町目、濁川町のものが、現在まで伝わっている。
一38一
村上義光芋瀬錦旗奪返ス　岩佐半仙筆　タテ154×ヨコ332（cm）
栗津ヶ原合戦　村田至周筆　タテ146×ヨコ324（cm）
大江山福寿酒盛　古土喜幸筆　タテ146×ヨコ346（cm）
一39一
区 分 有形文化財（美術工芸品）
種 別 彫 刻
名 称 内陣欄間と御拝（向拝）
指定年月日 昭和49年8月1日
所　　在　　地 相川町大字南沢町34番地
所有者・管理者 長　明　寺
　長明寺（浄土真宗）は、慶長18年（1613）に、越中国（富山県）から渡来した堀江浄誓が、
慶長19年（1614）に開基した寺で、現存する相川社寺建築の一番古いものである。
　寺の正面階段の上に張り出したひさしの部分を御拝（向拝とも）と呼ぶが、その御拝の上部を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すかしぼり　がままたささえて、前方は鶴、後方は竹の、深みのある見事な透彫の墓股がある。
　本堂にはいると、本尊を安置してある内陣の上部の欄間には飛天と獅子の透彫が見える。この
ふたつは、豪壮絢燗であった桃山美術の一端を見せてくれるものである。御拝の墓股は赤・
緑・白などで極彩色に、内陣欄間は金色に装飾されてあり、400年あまりたった今日でも無類の
美しさがある。
　たびたびの大火からもまぬがれたこの寺は、江戸時代初期の相川の社寺建築の姿を残すと同時
に、やはり豪華を誇ったであろう、他宗の社寺建築をもしのぶことのできる唯一のものである。
　なお、この寺には、慶長19年に本願寺の教如から出された聖徳太子真影、浄誓が越中国から
持参したと伝えられている阿弥陀如来像が安置されている。
一40一
御拝（向拝）
内陣欄間　獅　子
　　一41一
区 分　　有形文化財
種 別　　古　文　書
名 称　　高　野　家　文　書
指定年月日 平成元年10月12日
所在地相川町大字坂下町20番地
所有者・管理者　　相　　川　　町
　元禄15年（1702）12月14日、赤穂藩の四十七士が吉良義央邸を襲い、藩主浅野長矩の仇
を討った事件があったのは、いまから300年も前のことである。
　四十七士のひとりに赤埴源蔵がいる。赤垣源蔵は誤称。彼の母は相川の出身である。源蔵の母
親と弟本間安兵衛が、相川の母親の実家高野忠左衛門へ宛てた手紙がある。源蔵の母親は、佐渡
奉行所の役人高野忠左衛門家から出た人で、赤穂藩の武士赤埴一閑に嫁いでいる。2人がどの様
な縁で結婚したかはわからないが、江戸時代の役人や武士の付き合いの広さがわかる。　源蔵は
当時、禄高200石の馬廻役、江戸勤番の1人であった。源蔵の母親は源蔵の死後、仏門に入り日
詠と名乗った。
　赤埴源蔵の弟は、本間安兵衛と名のっていた。母日詠の手紙は、安兵衛から高野忠左衛門へ宛
てた手紙と一緒に届けられた。
一42一
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区 分　　有形文化財
種 別　　歴史資料
名 称　　佐渡奉行所関連絵図（19点）
指定年月日　平成10年3月9日
所在地相川町内
所有者・管理者 ㈱ゴールデン佐渡・ホテルめおと・ホテル吾妻
小林信市・大安寺・相川町
（1）奉行所絵図5点は、寛政12年（1800）～文政2（1819）・文政2年（1819）・天保
6年頃（2点）・安政6年（1859）のもので、時代ごとに寄勝場の軒数が違っていたり、向陣
屋の有無等その時代によってそれぞれの時代の特色が見られて貴重な資料である。所蔵者や寸法
については下の一覧表を参照ください。
名　　称（見出し） 作成年代 所蔵者（管理者） 寸　　法
な　　し 寛政12年～文政2年i1800）（1819）㈱ゴールデン佐渡 75×112㎝
な　　し 文政2年（1819） ホテルめおと 95×117㎝
御役所向井寄勝場両御役宅
E両御長屋其外学問所絵図 天保6年頃（1835）
　相川　町
i相川郷土博物館） 119×128㎝
御役所向井寄勝場両御役宅
E両御長屋其外学問所絵図 天保6年頃（1835） 小林信市 108．6×133㎝
安政6未年建築 安政6年（1859） 　相川　町i相川郷土博物館） 52×74㎝
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タテ75×ヨコ112（cm）
文政2年
騨讐
タテ95×ヨコ117（cm）
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『御役所向井寄勝場両御役宅・両御長屋其外学問所絵図』　　『御役所向井寄勝場両御役宅・両御長屋其外学問所絵図』
　　　　　　　　　　　　　タテ119×ヨコ118（cm）　　　　　　　　　　　　タテ1086×ヨ：コ133（cm）
一45一
（2）『相川町及び陣屋の図』は天保6年（1835）～天保13年（1842）のもので陣屋と海浜の
備敵絵図で、左下に佐渡奉行所、左上から中央上部にかけて下戸・鹿伏・春日崎が描かれ、右下
には千畳敷や富崎弁天等が描かれ、沖には一里島も描かれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㈱ゴ～ルデン佐渡所蔵・30×76㎝）
　『居間の庭眺望乃図』は天保14年（1843）で奉行所陣屋居間から庭を通して相川の海浜を
見る備轍図で、下半分には近景として奉行所敷地内の庭の池や松が詳細に描かれ、上半分には遠
景として下戸から春日崎まで描かれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㈲ホテル吾妻所蔵・60×98㎝）
（3）佐渡奉行赴任絵図は萬延元年（1860）に佐渡奉行として赴任した岡松伊予守久微が、絵
師を帯同させ江戸から佐渡までの道中を描かせたもの。宿場の様子や当時の相川の繁栄ぶりが描
かれている。大安寺にある岡松八右衛門久稠の墓は伊予守の父にあたり、父子で佐渡奉行として
赴任したことがわかる。これが縁で岡松奉行の末商より大安寺に絵図が寄進された。
　　　　　　　　　　　　（大安寺所蔵・2巻一上27．5×1579．7㎝・下27．5×1757．5㎝）
（4）『相川八景』は宝永年中に辻露元守によって定めた景色を、絵師である山尾定政が描いたも
のである。「道遊秋月」「鹿伏夜雨」「春日崎落雁」「弾誓寺晩鐘」「富崎晴嵐」「才神暮雪」「横鴬帰
帆」「下戸夕照」の八景で、文政10年（1827と記されている。
　　　　　　　　　（大安寺所蔵・29×41㎝）
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『安政6未年建築』タテ52×ヨコ74（cm）
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佐渡奉行赴任絵図　上巻　タテ27．5×ヨコ1579．7（cm）
　　　　（一部）　下巻　タテ27．5×ヨコ1757．5（cm）
『相川町及び陣屋の図』　タテ30×ヨコ76（cm）
『居間の庭眺望の図』　タテ60×ヨコ98（cm）
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相川八景
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区 分　　無形文化財
種 別　　工芸技術
名 称　　無名異焼
指定年月日 平成10年3月9日
所在地相川町大字北沢町
所有者・管理者　　相川無名異焼窯業組合
　無名異土の使用年代は明らかでないが、『焼物伝書』には天保の頃、無名異土の記述が見られ
るので150年余の歴史を持つことは明らかである。明治に入り、中国の朱泥焼に匹敵する無名異
土の高温焼成に成功してから、無名異焼と呼ばれるようになった。
　技術的には、水簸してから絹目を通すため、他の陶土より粒子が細かく収縮率が大きいのが特
徴である。
　　　　　　　　　　　　　てつべら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せりかす　成形後、生のうちに磨き石や鉄箆などで磨き光沢を出す。焼成後、佐渡金山の勝津で磨き光沢
を出す。光沢を出すために二度の作業を行なうのが、他の陶器に見られない特殊な技術といえる。
　堅く焼締まるため金属音を発する特徴を持ち、色合は使用するほど光沢を増して落ち着いた趣
が出る。
　技術や科学の進歩と陶工の努力により、粕薬の原料も幅広くなり造形も各窯元によって特徴の
ある製品を造るようになった。しかし、島内で産出する陶土と粕薬原料を使用するのが原則とい
える。
一50一
成 形
51
区 分　　有形民俗文化財
種 別　　紡織用具
名 称級織り用具と製品
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字坂下町20番地
所有者・管理者　　相　　川　　町
　シナ布織りの起源は、きわめて古い。万葉集の時代ではアサ布が一般衣料であったようにみ
られるが、東日本では、草木の皮からとった繊維で織ったものを着用していた。
　ことにフジヅルやシナノキの靱皮繊維を利用したり、山野に自生するヤマソの皮を利用して
日常生活の衣料とした。この伝統が、長い歴史を経ても、いまだ、その衣料の一部と紡織の技
術が残っていることは、全国的にもきわめてめずらしい。その理由は、生活そのものが今日ま
で自給性が強かったことと、一年の生活体系のなかで、無理なく機織りの時間が設けられてい
て、仕事着を作るのに必要不可欠な材料であったからである。
　シナ織り最後の技術伝承者である渡辺ふみさん（昭和49年死亡）が、昭和47年の暮をもって
織らなくなってからは、過去の織り物となりつつあったが、相川郷土博物館の伝承活動により後
継者が育っている。
○　ネマリバタとその付属品　繊維、織物（渡辺ふみ寄贈）
　　ネマリバタ、オサ、ヒ、カセ、枠、糸車、オボケ、
　　シナ皮、シナヘソ、オガセ、シナ布、シナノ、カヤ、テゴ、ツヅレ
一52一
糸とり
はたおり
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区 分有形民俗文化財
種 別 鉱業用具
名 称相川金山鉱具
指定年月日 昭和49年8月1日
所在地相川町下相川1305番地・相川町坂下町20番地
所有者・管理者 ㈱ゴールデン佐渡・相川町
　金銀を含んだ鉱石は、竃を上田箸ではさみ、葬鑓で打って採掘する。作業にあたる鉱夫を金掘
　　　　　　　　　　　　　　　　　かます大工と呼ぶ。掘取った鉱石は、穿子たちが臥に入れて運搬する。坑内の昇降には丸太に足掛かり
をつけただけの「げたばしご」が使われた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つり　坑内の照明は、灯皿に油を入れて燃し、移動には「釣」を用いた。明治時代、田口採鉱課長の
発明したカンテラには「田」のマークが入っている。
坑内の最重労働は排水作業で、それにたずさわる者を水替えといい、つるべや水上輪の操作に
は、一般の水替えの他に無宿人も酷使された。
　　　　　　　　　　　　　　　　けんぎりあらため　採鉱、鉱道掘りは請負方式で、月々間切改という検査をおこない、1ヶ月の仕事量を板片に記
しておいた。役人たちは坑内安全を祈って「てへん」と称する帽子（護符をよって編んだもの）
をかぶって坑内に入った。
鐙3、穿鎚・鎚4、上田箸1、腰当カマス1、坑内照明具（釣、灯皿
カンテラ類）31、つるべ1、水上輪2、楷子4、てへん2、延尺1、
大工手形2、鉱具絵馬1、その他2　計55点
一54一
水上輪
大工手形
延尺
穿鎚
カンテラ
　　　　　　上田箸
てへん
釣
腰当カマス
　　　　　　　　　　　　　　楷　子
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区 分有形民俗文化財
種 別　　絵 馬
名 称相川音頭絵馬
指定年月日　昭和49年8月1日
所　　在　　地　　相川町大字坂下町20番地
所有者・管理者　　塩竃神社・相川町
　この絵馬は縦横とも97．5㎝の正方形の杉寄板に、相川町の盆踊り風景を彩色で描いたもの。
　図柄は、中央に離子方、その周囲に仮装した踊り手が輪形に踊る、という構図で、個々の人物
が、それぞれ個性的な服装で、しかも精巧な筆致で描かれている。
　相川町の盆踊りの起原については定かでないが、『異本佐渡年代記』によれば「今年御広間
に踊りあり、町々より金銀の厳物差上げ昔尽し、別而、山師買石より金鍔を大竹の枝に結付け御
門の前に立つる」とあって、寛永18年頃にはすでにおこなわれていたものと考えられる。
　相川音頭を別名、「御前踊」ともいうが、これは上記「御広間に踊った」ところから、こう呼
ばれるものになったものであろう。
　この絵馬が、どのような意図で奉納されたものか、はっきりしたことはわからないが比較的数
の少ない絵馬の一つで、これによって単に往時の相川盆踊りの風俗を知り得るだけでなく、相川
町はもとより、わが国の芸能、ことに「風流」の研究上極めて貴重であり、併せてその美　術的
価値も高く、鑑賞に耐え得る絵馬としては好個の資料といえよう。
　裏書きに「上法輪寺文政四辛巳年（1821）八朔前田郡次上」と、奉納者とその年代があり表
右下隅に「藤原蘭英作」と絵師の押印がある。
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タテ97．5×ヨコ97．5（cm）
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区 分　　有形民俗文化財
種 別　絵 馬
名 称観音堂奉納絵馬（6点）
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字坂下町20番地
所有者・管理者　　大乗寺・相川町
旧相川の社寺の拝殿や小祠には、永い年月の間に奉掲された絵馬が多い。単に馬を描いたもの
に限られず、祈願の内容や、奉納する人たちの階層によって、画材もいろいろだ。そうした祈願
内容や階層とは別に、武家や商人が、美術品として奉納したとみられる扁額形式の大きなものも
ある。その場合、色彩や画材はいっそう多様化して美しい。
　こうした絵馬は、その時代の民間信仰だけではなく、社会風俗をも勉強させてくれておもしろい。
大乗寺（真言宗）の観音堂には、10数枚の絵馬が奉掲してある。ちょっとした美術画廊の観
を呈している。
慶安2年（1649）上月氏奉納、慶安3年（1650）奉納者不明、慶安5年（1652）上月氏
奉納　明暦2年（1656）ケ代下相模大水貫間歩外講中奉納と時代的にも古く、源平合戦の武者
絵もあって、色彩、画面ともユニークだ。
番号 絵馬名 奉納年 所有者
1 乗　　　馬 慶安2年（1649） 大乗寺
2 竜退治 慶安2年（1649） 大乗寺
3 はだか馬 慶安3年（1650） 大乗寺
4 牛若丸 慶安5年（1652） 大乗寺
5 繋　ぎ馬 明暦2年（1656） 大乗寺
6 乗　　　馬 明和9年（1772） 大乗寺
一58一
乗馬　慶安2年（1649）　タテ82×ヨコ82（cm）
つなぎ馬　明歴2年（1658）　タテ91×ヨコ122（cm）
一59一
区 分　　有形民俗文化財
種 別　　絵 馬
名 称七福神演能絵馬
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字下山之神町7番地
所有者・管理者　　大山祇神社
　佐渡は、能が盛んである。かつては、98の能舞台があったといわれている。相川には、大山
祇神社、春日神社、東照宮、東教院等に能舞台があったが、いずれも現存していない。
　相川町下山之神町の大山祇神社では、毎年3月16日に能が行なわれ、その日は、お能団子と
いって、能を見ながら団子を食べるならわしがあった、と伝えられている。
　この絵馬は、金山の守護神、大山祇の神前に、金山の繁栄を祈願して奉納したものである。天
保4年（1833）の年号がある。能舞台を描いてあるが、舞台の人の配置や演題は、能のきまり
からはずれているようである。
　七福神は、七人の奉納者（奉行所の侍たち）水田惟政・細野元則・渡辺安信・赤江橋賢典・
清水政清・小宮山千古・井上恵迫を模したものであろう。
一60一
タテ116×ヨコ150（cm）
一61一
区　　　　　分
種　　　　　別
名　　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
有形民俗文化財
絵　　　　馬
やわらぎ絵馬
昭和49年8月1日
相川町大字下山之神町7番地
大山祇神社
　やわらぎ神事は、金銀山の守護神大山祇の祭礼の朝、その稼行する「敷」（しき＝鉱石採掘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なご現場）の付近でおこなう。「やわらぎ」の語義については、荒ぶる山神の気を和ませ更に硬度の
たかい金銀の鉱石をもやわらげさせ給え、と祈願することに始まったものといわれる。
　画面の左に連ねた俳句は、
初夏や水にゆかりの花も咲く
月涼し松を離れて　昇る影
卯の花や　朝露ふかき　山の腰
初せみや　木陰涼しき　神の庭
掬ふ手に　涼風通う　清水かな
野も山も　色香に立や　春の風
石清し　御代の光の　あらはれて
（以下略）
水
鶯
花
萬
常
友
竹
里
笑
年
志
山
水
……ﾆ、25句続く。明治28年7月に奉納したものである。
　絵馬の作者は、署名の（応需慢々　暁真）から推して、当時（明治期）風俗画家として高名
であった河鍋暁斉の弟子等の作品であろうかと思われる。
一62一
タテ67．3×ヨコ215（cm）
一63一
区 分有形民俗文化財
種 別　　絵 馬
名 称　　金掘り絵馬
指定年月日　平成11年6月25日
所　　在　　地　　相川町大字坂下町20番地
所有者・管理者　　法輪寺・相川町
　金銀山の繁栄の華やかさとはうらはらに、坑内で働く人々はいつも、落石・転落などの危険に
さらされていた。坑夫たちは体を守るために、タガネを空打ちしない、口笛を吹かない、ムカデ
を殺さないなどの禁忌を守った。そして、坑口や坑内に「舗内安全」「金銀湧出」と書いたお札
を張ったり、鉱具でつくった絵馬などをあげて、坑内の安全と金山繁栄を祈った。
　法輪寺に奉納された「金掘絵馬」は、弘化3年（1846）の銘がある。「弥十郎間歩　かなご
市郎兵衛付　若者仲間　弥十郎間歩繁栄所祈」とあり、ムカデが2匹描かれている。鉱脈の走る
様子がムカデに似ていることと、ムカデー多足一福神信仰と結びついて、ムカデは金山繁栄をも
たらす神の使いとして信仰されている。
　絵馬は、ムカデが上部に1対、バランスよく描かれている。人物は6人、腰当てカマスをあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほりこてている坑夫、採掘している坑夫、鉱石をカマスに集める穿子をはじめ、梯子に登る、タバコを
のんで休憩する、体を横にして仮眠をとる坑夫など、坑内の様子がわかりやすく描いてある。
一64一
タテ80×ヨコ110（cm）
一65一
区 分　　有形民俗文化財
種 別　　絵 馬
名 称藤波友忠奉納絵馬
指定年月日　平成11年6月25日
所在地相川町大字北独756番地
所有者・管理者　　胎　　蔵　　寺
　伊勢祭主藤波友忠は承応2年（1653）6月26日に、違勅の罪で佐渡へ流された。北秋に居
住し、下人3人に加えて、生活費として5人扶持を支給されていた。在島11年を経た寛文5年
（1665）3月10日に赦免され京都に帰っている。
　友忠の絵馬にまつわる逸話として、「ある年の秋頃、夜毎夜毎に何処からともなく一頭の裸馬
が出て田畑を荒らし村人の不安を募らせた。思案に余った村人は祭主に相談に行くと、祭主は心
当たりがあるといって、奉納した絵馬を持ってこさせ、やおら筆を取ると一匹の放れ馬に口縄を
書き添えた。以来、馬が出て田畑を荒らすことがなくなった。」が伝承されている。
　絵馬は杉材の一枚板で、縦61cm、横47cm、厚さ1cm程ある。図柄は左右の大きい木の根に
手綱を結わえられた一頭の裸馬が大地を蹴ってもがいているもので、背景には山と太陽が描かれ
ている。絵馬の表面は、蒔経風に彫刻が施され、漆や絵の具で部分的には金色の豪畿が施されて
いる。
　裏には「万治四歳梅月吉辰」と記され、流人が奉納した絵馬として珍しい。
一66一
タテ61×ヨコ47×厚さ1（cm）
一67一
区 分　　無形民俗文化財
種 別　　民俗芸能
名 称　　大幡神社祭礼行事
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字大倉
所有者・管理者　　大倉集落
　大幡神社は、佐渡九社の式内社のひとつといわれ、北海岸で唯一の社である。祭日はかつては
9月11日であったが、現在は4月11日である。
　　　　　　やぶさめ　この神社の流鏑馬神事は、古式ゆたかに行なわれる。流鏑馬の射手は、12歳の2人の少年で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みそぎある。射手は神官とともに祭の7日前から宮にこもり、海で喫をする。
　太鼓が祭のはじまりをふれ、神事式に続いて、前庭でシキが行なわれる。棒振り、箱馬、獅子、
豆蒔、薙刀などが奉納される。それが済むと神輿のハマオリ（渡御）となる。薙刀が先頭になっ
て露払いをして進む。
　浜に設けられた御旅所へ着くと、太鼓と獅子の「ゴマイ」が奉納される。それから流鏑馬が行
なわれる。射手は黒紋付、白はちまき、白たすき、白足袋、色紙で飾りつけられた笠をかぶる。
最初の射手を「カミノマト」、次の射手を「ツギノマト」という。「カミノマト」は、国家安泰と
いうおおやけの祈願を、「ツギノマト」は各家の私的な祈願をして、三つの的に矢を射る。
　流鏑馬がはじまるころ、必ず北風が吹いてくる。神様がアイの風（北風）にのって来るからだ
と伝えられている。大幡神社は海上安全を願う人々の信仰にささえられてきた。
一68一
流鏑馬（やぶさめ）
豆蒔（まめまき）
　　－69一
区 分無形民俗文化財
種 別 民俗芸能
名 称善知鳥神社祭礼行事
指定年月日 昭和49年8月1日
所　　在　　地 相川町大字下戸村415番地
所有者・管理者　　善知鳥神社
　仁平元年（1151）創建と伝える善知鳥神社は、かっては善知鳥七浦（下戸・羽田・下相川・
小川・達者・北秋・戸地）の総鎮守として、祭礼には寛永20年（1643）頃までは七郷の氏子
が参加した。
　10月19日の祭礼行事で特に見るべきものは「神輿渡御」と「鬼太鼓」である。寛永20年伊
丹奉行寄進の神輿は、前後左右4組20人の棒組により、これを供奉した。
　神輿は神社を発董して全町を渡御し、奉行所の大御門前で祈祷した。この時は奉行自らも見る
ならわしであった。柴町御旅所より夜半を過ぎて還御の光景は、全町内奉送の高張提灯や、数千
の手提灯が神輿の桜略に映え、法螺貝のひびきと「チョウサヤ」の掛け声は荘厳華麗、島内随一
を誇るものであった。
　鬼太鼓（オンデコ）は、もと金山の大工が、鉱石を穿る所作に似せて太鼓を打つと言われ翁
面の豆蒔が桝と柿を持って太鼓の調子に合わせて舞うものである。太鼓は、大人・子供にわけ
て太鼓の表裏をリズムにのせて打ち、長刀遣い、棒遣いは、豆蒔翁と太鼓の調子の変化によって
所作をなしている。
　この他に神輿の先導として、猿田彦神（天狗さん）は馬上で、4人の白丁のかつぐ鉾さん、雄
雌の獅子、太鼓・鼓（共に子供）、下り羽は笛に合わせて、子供が太鼓・鼓を打ちながら神輿に
前後して町内を巡行する。これらの一連の出し物は、昔から代々定まった町内によって奉仕され、
今日に至っている。
一70一
御輿渡御
御輿渡御
一71一
区 分無形民俗文化財
種 別　　民俗芸能
名 称北野神社祭礼行事
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字稲鯨
所有者・管理者　　稲鯨集落
稲鯨の鎮守は北野神社である。菅原道真公の御神体は海からあがったという伝承をもっており、
海上安全、豊漁祈願の守護神として信仰されている。
　祭礼は8月25日に行なわれる。港に集まった船には大漁旗がひるがえり、祭の気分を盛りあ
げる。稲鯨は5つの組から構成されており、各組が祭の芸を分担する。
　祭の日の朝、村はずれの御旅所まで御神輿が渡御するが、一番最初にシメ縄を切るのは中村組
の太鼓である。次に西組がタナ（屋台）の上で芝居や踊りを奉納する。それから砂原組のタナ
（屋台）、東組の太鼓、新田組の獅子舞が続く。御神輿の渡御がはじまると、5つの組はそれぞれ
村の中を廻って歩く。村のなかで組がぶつかったときは、中村組の太鼓と西組の演芸が優先する。
　御旅所におかれた御神輿は、夜になって還御する。各組ごとに若衆が手や腰に提灯を持って並
　　　　　　　　　　　　　　　　　かしらび、御神輿の進行をさまたげる。若衆の頭は木遣りを唄って活気をつける。若衆の頭は各組で一
番の美声の持主がなる。若衆は頭の唄に合わせて掛け声をかけて神輿ともみ合う。神輿還御の最
高潮の光景である。こうして5つの組を通りぬけて御神輿が本殿にたどりつくのは、夜が白みか
けた翌朝になる。
　木遣りは、北海道のニシン場で唄われてきたもので、出稼ぎに行った漁師が覚えてきたという。
「一にはきのとの大日様だよ　二には新潟の白山様よ　三には讃岐の金比羅様よ……」
　と続き、「ヤッサカサーノヨイトナレ　ヨイトヨイトナー」という合いの手が入る。
一72一
御輿還御
御輿還御
一73一
区 分　　無形民俗文化財
種 別　　民俗芸能
名 称御礼智神社祭礼行事
指定年月日　昭和52年6月1日
所在地相川町大字北田野浦
所有者・管理者　　北田野浦集落
　御礼智神社の祭礼に奉納される花笠踊りと小獅子舞は、約350年前に上方詣りに行った人たち
が、習得してきたものと伝えられている。現在は村の若者によって伝承されている。
　以前は、旧暦の7月20日が宵宮で、7月21日が祭日だった。現在は、4月14日が宵宮で、
4月15日が祭日である。
　最初に太鼓打ち・芸打ち・棒振りが同時に始める。太鼓打ちとその反対側に芸打ちを中心にし
て、その左右に棒振りを配して始まり、芸打ちが先頭になり、右側に時計廻りに踊場を広くする
ように芸を打って廻る。棒振り、ササラすり、獅子が交互に入り組んでまるい踊場を形成する。
同時に笛吹きの吹奏も始まる。3回廻ると、芸打ち・棒振りは休み、歌がはじまると獅子は中央
に出る。ササラすりは、外側で笛や太鼓に合わせササラをする。
　豊作を祈願して行なわれたもので、唄のなかには八穂で八石で蔵が七つもいるという文句も
ある。
　以前は、宮守の宿で一庭舞ってから神社へ渡り太鼓をならしながら移動していたが、現在は活
性化センターで一庭舞ってから、渡り太鼓で神社へ移動する。神社では二庭舞っていたが、現在
は一庭である。神社が終わると同じく渡り太鼓で踊場へ移動する。踊場も二庭舞っていたが、現
在は一庭としている。
　踊場が終わると西方寺へ同じように渡り太鼓で移動し、一庭舞う。最後に、活性化センターへ
渡り太鼓で移動し、芸打ちと棒振りが舞い納めとする。
　唄の伴奏に使用される竹笛が、手作りで吹き口と指孔1つだけの素朴な笛で、音は指孔を開い
た時と閉じた時の2つの音しか出ない珍しいものである。民族音楽的立場から考察して、笛の古
い初期の楽器の形体を有する、貴重なものでないかと云われている。
一74一
太鼓芸打
花笠踊と小獅子舞
一75一
区 分　　無形民俗文化財
種 別　　民俗芸能
名 称熊野神社祭礼行事
指定年月日　昭和61年1月6日
所在地相川町大字戸地
所有者・管理者　　戸地集落
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しらは　熊野神社の祭礼（10月19日）には、「神道白刃」という武芸が奉納されている。これは、む
かし千仏堂にいた大光坊という僧が、村人に伝授した武芸であると伝えられている。
　その後、嘉永年間（19世紀中頃）に、千仏堂に住んだ羽茂出身の正覚坊という者が、この武
芸の形に鬼太鼓の動きを組み合わせ、今日の形となった。以来、村の若者によって受け継がれ村
の祭には欠かせないものとなっている。
　祭礼の最初に熊野神社で、次に千仏堂で奉納してから、村の各戸をまわる。
　この「神道白刃」には、半棒・小薙刀・大薙刀・陣鎌・大棒の組太刀があり、35のわざがあ
る。若者衆は、まず半棒から習得し、その後順番に難しい技を覚えていく。
　これらのわざの、身のかまえや足さばきなどは、近世期佐渡で伝えられた古武術を知るうえで
貴重なものである。
　昭和55年4月『金泉中学校』に郷土クラブ「白刃」が発足、毎週一回後継者育成を兼ねて課
外授業を行い、大きな成果を得た。その後課外授業の頻度は縮小したが、「いきいきスクール」
「チャレンジ21」を経て現在も白刃の技を指導している。
　この間、白刃保存会としては、祭礼、佐渡島祭り、東京戸地会、東京相川会などに出演して存
在を示している。
　生徒も、佐渡で行なわれた第一回全国こども芸能大会や佐渡国際親善交流会主催のハバロフス
ク少年少女アンサンブル「ラーダスチ」の来島時に友情出演。また、東京新潟館ネスパスで行な
われた「こだわり佐渡講座」に出演するなどの活動を続けている。
一76一
豆蒔（まめまき）
陣鎌
一77一
区 分 無形民俗文化財
種 別 民俗芸能
名 称 はしご乗り
指定年月日 平成11年6月25日
所　　在　　地 相川町大字四丁目
所有者・管理者 はしご乗り保存会『相川壱番会』
　　　　　　　　　　　　　　　　　とび　高所作業で梯子を使うことが多かった鳶職人は、江戸時代には火消役も兼ねていた。梯子は人
命救助や火災現場確認のためにも必要で、その訓練がはしご乗りの由来ともされる。揺れ動く天
空での連続技と、下でささえる人たちとの呼吸が、消防活動に固有な結束の固さを象徴して大衆
にも感動を与える。佐渡島内では相川だけがこの伝統を受け継いでいる経緯は明らかでないが、
明治末ごろには消防出初式などで披露されていたことが、写真資料などからうかがえる。
　県内では相川町のほか、新潟市・中蒲原郡村松町・中頚城郡板倉町が、この消防習俗を伝えて
いる。木遣り唄（作業唄）・まとい・梯子立ての3つの技法の習得をともなう。技の訓練にも危険が
ともなうので、後継者の発掘・育成が難しい。
　「江戸の華」といわれた伝統の「はしご立て」は、青竹でできた高さ6．5m（三間半）のはし
ごが12本のトビロでささえられる。そろいの半天を着た会員が最上段で両手や両足を離しての
軽快な妙技をくりひろげ、「ヤーッ」「イヨーッ」の凛とした掛け声が空天にひびき、天場芸・中
芸・連続わざの分野に数多い妙技を披露している。
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区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称黒沢金太郎窯跡
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字羽田村171から174の5まで
所有者・管理者　　森　　春代・相川町
　黒沢金太郎は、寛政年代後半（19世紀初め）から、明治初年まで約70年間続いた、近世佐渡
における本格的な施紬陶器の創始者である。島内の需要に対応できる生活雑器の焼成技法と量産
技能を確立したことで知られている。また、茶陶器類の作陶をてがけ多くの作品を残した。
　昭和47年の発掘調査によって、窯の構造、規模および陶器の成形技法などが明らかになった。
窯は、3期に重複して築造されていて、最盛期の窯は、幅約4m、長さ約16m、8焼成室を有す
る急勾配の大型登窯で、大量の陶器と瓦を焼成していた。
　また、焼成室の規模、煙道の長さなどから、瀬戸・美濃の系譜をひく自然の地形を利用した登
窯であることがわかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうろく　出土品は、片口・土鍋・揺鉢・甕・植木鉢・焙烙などの生活雑器と、チンガラ・サヤなどの窯
道具類である。富士権現の粘土を用い、金銀鉱石の精錬津であるカラミや土灰を紬薬に使用した
ものが多い。
　19世紀前半の地方窯の系譜・技術を知る好資料である。
一80一
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一81一
区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称寺町に至る石段
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字南沢町158から下寺町5の2まで
所有者・管理者　　相　川　　町
　民家がなくて、お寺だけで一区画をなす寺町のつくりは、江戸初期の城下町形成のつくりを伝
えている。
　下寺町には、福泉寺、本典寺、観音寺、法然寺、蓮長寺、法輪寺、妙円寺などが段丘斜面及び
段丘上に所在する。寺の境内に林立する石塔、寺林は、ほかの町や通りとは違ったふしぎな静け
さをのぞかせる。
　道も何気ないような平凡な細道に見えて、寺町の景観をつくりあげる大切な要素になっている。
　江戸沢町から、法然寺へ登りつめる急な石段の寺坂（145．6m）は、200段以上の安山岩の
石塁が敷いてある。この石段は、小六町にあった遊廓の楼主道伝が寄進したと伝えられている。
また、カトリック教会跡から高安寺跡あたりの、石垣と道のつくりにも風情を感じる。
　南沢の通りから、石段を見上げて、赤い山門が眺められる妙円寺界隈も、そこを歩く人たちに、
ホッとした安らぎを与えてくれる。
　こうした城下町形成期の景観は、近代都市開発で急速になくなりつつあり、近年にカトリック
教会・高安寺と相次いで取り壊された。石段もその都度傷められたが、史跡保存のため、修復・
積み直しを行なった。
一82一
寺町に至る石段付近の図
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区 分　　記　念　物
種 別 史 跡
名 称 中山旧道
指定年月日 昭和49年8月1日
所　　在　　地 相川町大字下戸村242の2から587の1まで
所有者・管理者　　相　川　町
　小木街道中（相川札の辻～小木御番所）のうち、「相川札の辻」（相川町羽田町）から佐渡佐和
田町沢根の「相川小路」までの道は、中山街道と呼ばれている。
　佐渡金山が全盛であった慶長・元和の頃は、青野峠を越えて相川へ通じる道路が使われてい
たが、寛永期に入って、奉行所を中心とした下町が栄えるようになると、それまでの山越え道で
はなく、勾配のゆるやかな道が求められるようになり、寛永5年（1628）頃には、中山街道が
開かれることになった。それ以後、明治18年（1885）掘割新道ができるまでの約260年間、
国中と相川を結ぶ往還道として、利用されてきた。
　江戸から着任する佐渡奉行も、唐丸籠で金山へ送られてきた水替無宿も、国中からの商人も年
貢米を運んだ牛も、みなこの道を通った。
　　　こともなく　佐渡の中山　またこゆる　けふの帰りも　いのちなりけり
　天保の一国騒動のあと始末を終えて、江戸へ帰るとき、川路三左衛門奉行は中山峠でこの歌を
詠んだ。
　路傍には、念仏車、寛延一揆処刑者供養六地蔵、獄門場跡、刑場跡、峠の茶屋跡、キリシタン
塚、船手役加藤一族の墓、ゲイギ塚、一里塚など、この道を利用した人々によって刻まれた　数
多くの歴史の跡が残っている。
　※　佐和田町地内は佐和田町文化財に指定されている。
一84一
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区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称　　西 坂
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字長坂町15の1から米屋町76まで
所有者・管理者　　相　　川　　町
　西坂は、享保4年8月（1719年）河野豊前守が、それまで竹木の茂っていたところを切り開
いて作った坂道である。承応の頃から坂の上に役屋（官舎）7棟があり、七軒屋と称したので七
軒坂といったが、享保5年3月これを西坂と改めた。全長は134mである。
　長坂（籠坂）を数段登って、左に別れる所から陣屋に通じる坂道で、左眼下に相川湾の波を見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つわぶき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つるながら115段（昭和48年）を進むと、左右に生垣のような竹薮が続き、石垣の上には石蕗や弦
ききょう
桔梗などがあり風情に花を添えている。登りつめると、佐渡奉行所裏手の土塁に出る。名物であ
った坂の頭上を覆うような松、永い風雪にたわめられた古松の数々が近年の松食虫で枯れ取りの
ぞかれたのは実に残念である。
　段丘の町、坂の多い相川で、昔の姿を残す石段道は少なくなり、この西坂も保存整備計画によ
り近代的な面も取り入れ、生まれ変わった。
　この西坂の頂上から北（石拍町）へ下るところが、俗にいう地獄谷である。天保元年（1830
年）に開いて公道とし、宅地を整えて、陣屋の東方にあった同心町を、坂の両側に移して新西坂
と改めた。西坂と共に陣屋への正式の通路である。
　善知鳥神社の祭礼には、神輿がこの坂を登って奉行所の前を通った記録が残されている。
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区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称　　厳常寺坂
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字坂下町20から下山之神35まで
所有者・管理者　　相　川　　町
　濁川を境に、陣家に向う帯刀坂と対象的に、下山之神台地に通じる石段道が厳常寺坂である。
　石段に沿って、左側は地役人天野氏邸跡のみごとな石垣、総源寺末寺の長泉寺跡、その奥が日
蓮宗法泉寺と続く。右側は浄土宗厳常寺跡、法泉寺墓地跡、厳常寺墓地跡、長泉寺墓地跡と今は
荒廃した石垣を残すだけである。
　寺院や墓地が集まっていた跡だけに、石段の両側には今も地蔵が多い。138段（昭和48年）
の坂は昔のままで、両側は小高い丘の樹木に囲まれて、いつも陽のあたらない感じである。
　役人が、東照宮や大山祇神社・八幡神社に詣でるのに陣屋からの最短距離に開いた道と思われる。
　坂の頂上近く、杉木立の闇の間を登りつめ、ホッと見上げる右の石の鳥居が八幡神社。眺望が
開けて、はるか左の森が東照宮跡・愛宕さん・大乗寺の山門と弘法堂の石段、大山祇神社と禅宗
総源寺。台地は神社仏閣の静寂な一画である。全長225．2mのこの石段は、また庶民信仰の坂道
として、下山之神台地への唯一の歴史を語る道である。
一88一
厳常寺坂付近の図
一89一
区 分　　記　念　物
種 別　　史 跡
名 称旧相川裁判所跡
指定年月日　昭和59年3月15日
所在地相川町大字米屋町38の2
所有者・管理者　　相　　川　　町
　赤い煉瓦塀に囲まれた中に、江戸時代の風格を思わせる、破風造りの建物が厳然と建っている。
　裁判事務は、それまで奉行所内の一部で、公事取扱となっていたが、明治9年、新潟地方裁判
所第5支所の設置により、佐渡ではじめての司法官署として、民事・刑事の両事務を取り扱うこ
とになった。
　この旧裁判所は、明治21年3月に新築されたもので、当時、堀をはさんで佐渡奉行所の建物
と相対し、偉容を誇っていた。
　越後府、新潟府、佐渡県、相川県と、時代の推移に伴ない、内部機構にも多くの改革変遷があ
った。ついには昭和44年4月23日、業務全般が佐和田町に移転されることになり、相川におけ
る幕は閉じられた。しかし、建物は後部の一部が取り壊されたものの、ほぼかわることなく現在
に至っている。
　戦前までは、玄関破風の下に、十六菊の紋章が掲げられていた。これは、相川でもこの裁判所
と、御料局佐渡支庁（現相川郷土博物館）だけが許されたものであった。
　いま、広い庭に残された老松と、見事な煉瓦塀が、建物とともに明治・大正・昭和の歴史を静
かに物語っている。
　この建物は現在、佐渡版画村美術館として、活用されている。
土地2184．87m2建物484．18m2
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一91一
区 分　　記　念　物
種 別　　天然記念物
名 称大安寺のタブ林
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字江戸沢町1番地
所有者・管理者　　大　安　寺
　相川の原生林はタブ、いわゆる“磯は黒森”であった。忽然と出現した黄金の鉱山都市、当時
長崎に次ぐ大都市とされた相川、山相も原形をとどめぬほどに変化し、原植生が姿を消したのは
確実である。ただ当時の原植生を今に伝えてくれるのが、寺や宮の森である。寺は130ヶ寺を数
える。寺社林等に原植生が残存する。原植生を知るために幸いなることである。
　江戸沢町の大安寺。本堂の北側斜面（面積4000m2）に密生するタブ林が見事である。タブ林
は樹高20m。高木層はタブノキが優先、ケヤキが混生する。亜高木層は8mでヤブツバキが優先、
モチノキ、シロダモが混生する。草本層は、タブ、ヤブッバキ、シロダモが芽生えベニシダが生
育するが植被率は3％と極めてすくない。林床は暗く、その植被率が低いのは、タブの　極相林
の特徴である。タブは大安寺だけでなく、相運寺（中寺町）、妙円寺（下寺町）、高安寺跡（下寺
町）、西坂もまたタブの林である。タブの林のふちにタブの巨木が単立している。
　タブの林には私たちが日常よく接する植物が多い。ヤブッバキ（中木）・マサキ・ヤッデ・
ヒサカキ・マルバシャリンバイ（以上低木）、ツワブキ・オモト・ヤブコウジ・ベニシダ、（以上
草本）などである。
一92一
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区 分　　記　念　物
種 別 天然記念物
名 称　　北五葉の松
指定年月日 昭和49年8月1日
所　　在 地相川町大字南片辺
所有者・管理者 南片辺集落
　五葉松は気品あって音雅。樹齢は非常に長く、年を経るにしたがって品格があがる。正月の松
竹梅は五葉松である。
　『佐渡志』（1816）の「松」の項に「三針なるもの五針なるもの稀にあるをみる」とある。
二針なるもの二葉松でアカマッやクロマツで、切口半円形。三針は三葉松でダイオウマツ（植栽
品）、五針は五葉松で五枚の葉がまとまって生じる“五葉束生”の松・ハイマツ・チョウセンゴ
ヨウ・ゴヨウマツがこれであるが、ふつう五葉松といえばゴヨウマッをさす。
　さて五葉松に2種ある。ひとつは暖地系のもので関東以西、四国九州に自生するゴヨウマツ
（別名ヒメコマツ）である。もうひとつは寒地・北方系のもので本州中部以北、北海道に自生
するキタゴヨウマツである。両種は非常によく似るが種子につく翼の長さで区別する。ゴヨウマ
ッは種子の長さより短い翼をもつが、キタゴヨウマツは種子の長さ（1cm）よりやや長い翼を持
つ。新潟県下の越後、佐渡に分布する五葉松はすべて北方、寒地系のキタゴヨウマツである。
県下では内陸部の山岳、乾燥しやすい尾根すじによく生育するが、海抜90～2150mにわたって
分布する。
　キタゴヨウマツは小佐渡に分布せず、大佐渡でも海府側斜面に点在的に分布し（岩谷口・海
抜150m、五十浦・300m、小野見・160m、真更川山居池・350m）、その固体数は極めて少
ない。
　指定の「北五葉の松」は、南片辺の舟山近くの海抜400mの小さな尾根に自生するキタゴヨウ
マツの巨木。樹高17m、目通し幹周4．72m。大人4人抱えの希有な大木で、県下一と判明した。
一94一
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区 分　　記　念　物
種 別 天然記念物
名 称小川のマルバシャリンバイ
指定年月日 昭和49年8月1日
所　　在　　地 相川町大字小川1275番地
所有者・管理者 国（相川土木事務所）
　海岸常緑低木マルバシャリンバイ、バラ科。厚っぽい円みの葉を枝先に車輪状につけ、白い五
弁の花が梅ににるので、“円葉車輪梅”（まるばしゃりんばい）の名がつけられた。
　暖地の九州、四国の海辺を北上し、日本海側では山形県の温熱町を北限とする。
　佐渡は鷲崎、北狭、小川の海岸に分布する。群落規模が大きく群生の見事なものは相川町の下
小川の岸壁のもの。原の崎が300m西へ伸びて、冬の季節風をさえぎる。この南むきは傾斜45
～60度の急勾配の岩壁。その岩膚は、幅20m、長さ200mにわたりマルバシャリンバイが隙間
なく埋めて、見事である。
　「潮風に強い木だ。陽の木だ。岩の亀裂にそって根をのばし、自分で岩を割り養分と水を吸う」
と、村の古老はいう。群落中の最大の株を調べてみた。樹高が1．7mと低いが、樹冠幅は2．3m
四方、枝葉がこみあい、この木一本だけでも数百の花をつける。根元の幹径は14㎝。年間年輪
成長は推定1㎜以下とすれば、樹齢300～400年となろう。群落のふちに、根が岩の亀裂に添
って伸びているものが見られた。岩は安山岩、根元の幹径14cm、まさに岩を自分で割ってクネ
クネと曲がった根が1．2m伸びている。垂直距離1mであるが、この場所で根径は3cmさらに岩
の中に根が伸びている。
一96一
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区 分　　記　念　物
種 別　　天然記念物
名 称尾平神社のタブ林
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字大浦842の1
所有者・管理者　　尾平神社
　大浦のタブ林は、尾平神社の社林を中心に、村の中央の安養寺付近まで約300mの間の段丘斜
面に発達し、よく保存されていて、その規模は、島内第一のタブの林である。
　北見秀夫先生（故人）は、「暖地林のタブノキは、氷期の残存植物と考えられる。島内では最
大のものとはなりえないが、1950年代には、胸高周囲5．8mを越えるものがあったが、伐採さ
れてしまった。この植物の自生するところは必ず玄武岩の土壌か、表土の下層（根の届くところ）
に玄武岩が存在する。」と語った。
　鳥居をくぐると、石段が段丘上の社殿前まで続くが、参道の両脇はタブ林。樹高12m、幹周は
0．9～1．9m程である。よく発達した自然林は、高木・亜高木・低木・草本と4つの階層となり、
階層ごとにそれぞれに優占種があり、階層ごとに植物が配置される。「極相林の階層構造と生態
配置」を観察できる。タブ林として、尾平神社はすぐれている。島内の自然探訪会によくこの林
を訪れる。高木層はタブ。亜高木層はヤブッバキ。低木層はマサキ、ヤッデ、ヒメアオキ。つる
木としてイタビカズラ、ッルグミ、キズタ。草本層にはッワブキ、ヤブコウジ、ヤブラン、ベニ
シダ、イノデと、それぞれの植物は、己（おのれ）の位置を知り、自然界に生態配置される。
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区 分　　記　念　物
種 別　　天然記念物
名 称　　二見神社社叢
指定年月日　昭和49年8月1日
所在地相川町大字二見118の1
所有者・管理者　　二見神社
　二見神社社叢は背後の海岸段丘が冬の季節風をさえぎり、前には真野湾が広がる。社殿は海抜
40mの海辺の丘に立つが、社叢はシイの老巨木でうっそうとしている。樹高は20～25m、胸高
幹径は50～90㎝、大きいものは胸高幹周4．1m、根元幹径7．7m、見上げる樹冠は大きく空を
おおい林内は暗い。幹径3mをこすタブの巨木も混じる。高木層はシイ、中木層はヤブツバキ、
低木層もヤブッバキ、草本層はべニシダが優占。このような高木・中木・低木・草本の4階層構
造をもつシイの林は極相林である。極相林とは、その土地で遷移が進み極相すなわちクライマッ
クスとなった林で、自然林とはこのような極相林を指す。
　この社叢は島内でもっともよく保存されたシイの極相林。訪れるたびに200年、300年をへ
た極相の森の、原始の息吹に我が身をゆだねる。（暖地の常緑シダ・マメ状の葉）が密生し、地
元でメエメエとよぶイタビカズラ（暖地の常緑のつる木）がからみつく。暖地の常緑のアケビで
あるムベもつるを伸ばし実をつける。「ムベはほんとうに自生しているのですか」と問われる。
南の暖海の島に生育するムベが北方のこの島に生えるのが不思議だという。不思議だというが、
暖かいのである。テイカカズラ、カラタチバナ、ウラジロコガシとむせかえるようなこの暗い林
は、暖地の植物の恰好の住み家であり、コウモリも棲息する森である。
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区種
名
分　　記　念　物
別　　天然記念物
称　　鏡
指定年月日
岩
昭和49年8月1日
所在地相川町大字関228の8
所有者・管理者　　本間　勲
　昭和7年5月18日、北見秀夫が発見した。
　鏡岩は、地殻変動によるこの付近一帯の大地すべりが起きたときに、東西方向の上下断層によ
って生じた平滑な鏡状の岩肌である。岩質は石英安山岩である。
　大きな断層ができるときは、高圧・高熱のために断面の岩石が、その岩石の形成されていたと
きとは異なったかたまり方をする。その異なったかたまり方をした面を鏡肌（スリーケン・サイ
ド）と呼ぶ。
　「鏡岩」という名称は、北見秀夫の提唱によって、昭和9年8月、当時陸地測量部（現在の国
土地理院）が命名したものである。
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区 分　　記　念　物
種 別　　天然記念物
名 称相川・北岳のブナ林
指定年月日　平成10年2月06日
所在地相川町大字戸中
所有者・管理者　　新　　潟　　県
　現在、大佐渡山地におけるブナは海抜600～700mから出現し、900～1000mにおいて純林
を形成するが、越後に比べてその規模は極めて小さい。現在（1997）、1㌶以上のブナ純林
は10ヶ所、ブナ林域の総面積はおよそ40㌶である。ドンデンニの段（海抜800m）のブナ林
（1㌶）は偽高山帯景観を呈する風衝ブナ林。北岳（海抜1000m）のブナ林（18㌶）は佐渡に
おける最高海抜地の島内一の美林である。金北山の南面の神子岩の尾根周辺（880m）のブナ林
（4㌶）、ニノ岳（1000m）の南面のブナ林（4㌶）。また大佐渡スカイライン沿いの妙見山～地
獄谷間（900m）の海府側斜面のブナ林（4㌶）、西屋敷平（750m）のブナ（2㌶）はいずれ
も純林である。乙和池周辺（560m）のブナ林（4㌶）は湧水池信仰で保存された美林でミズナ
ラとの混交林となる。小仏峠の南のNHKなどのテレビ塔のある山（650m）の東斜面のブナ林
（1㌶）は風当たりの強い立地でシナノキを混交する。また小さな林であるが、金北山麓の安養
寺の寺林（海抜55m）は、ブナ原生林のレリック（生き残り）的な林として貴重である。
　北岳（海抜1000m）のブナ林は、佐渡における最高海抜の最もよく保存されたブナの純林で
金北山の西部方向4km地に位置する。北岳は全山がブナ林。東側（金井町側）の斜面の8㌶は金
井町指定の天然記念物。ブナの高さ20m。幹の胸高最大93㎝、平均40㎝、平均密度は100平
方あたり8本である。北岳の西側（戸中側）の斜面、海抜950m地の道路沿い500m×斜面方向
200mの面積10㌶。島内最大規模のブナ純林で、これが「相川・北岳のブナ林」である。この
林は冬の季節風のため樹高も8mと低く、風衝樹形となる。優占種は高木層ブナ、亜高木層を欠
き、低木層オオカメノキ、草本層シラネワラビ。林床にマルバフユイチゴ、スミレサイシン、ツ
クバネソウ、ミヤマイタチシダ、ヤマソテツなど40余種が生育し、霧がよく発生し、湿潤で空
中湿度の高い立地をよく反映した植生で、佐渡で最大規模の「風衝ブナ林」として貴重である。
一104一
一105一
区 分　　記　念　物
種 別　　天然記念物
名 称清水寺の大イチョウ
指定年月日　平成11年6月25日
所在地相川町大字石名185番地
所有者・管理者　　清　　水　　寺
　蕾莱寺本堂前の左右にあるイチョウの大木は、右側が雌株、左側が雄株である。このイチョウ
は昔から霊木として信仰されてきた。解説板には「昔、松尾という女の人が旅の途中時化に会い、
当山の観音様（本堂安置の仏は薬師仏と地蔵仏で木食行道の作品。1782）に願って命を助けら
れた。観音に帰依した松尾はその後、観音様のお告げによりイチョウの種をまいたが、みるみる
大樹となり、松尾婆さんの子供を出生したが、自分の子は孫と顔そっくりで「公孫樹・いちょう」
の文字の意味のとおり「公は孫の代になって実をむすぶ、公は孫のいる年齢になって孫のような
子が生まれる」の霊験があらわれた。以来「子授けイチョウ」また、イチョウにちなんで「胃腸
病の霊現木」として信仰された。
　向かって左側の雄イチョウは、樹高24m、幹周4．3m、樹冠幅18．9mの大イチョウ。向かっ
て右側の雌ほぼ同じ大きさ。中央より直立する3本の大支幹は阿弥陀三尊（阿弥陀・観音・勢至）
の化身という。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だんとく本堂の脇の道路沿いに清水が湧き出る。この寺の奥の院である檀特山に源を発する清水。檀特
さん
山は昔から木食行者たちの木食行の修業霊山。この山には弾誓を慕ってきた木食行道が天明3年
（1783）に建立した釈迦堂がある。またこの峰は北インドのダンダテ国の山に似ているので檀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼんじ特山と名づけたという。檀特山の霊水がこの地に湧出し梵字浮き出る霊水地に建てられたのが、
この清水寺である。梵字浮き出るときすべての願い叶うと今も信仰される。
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】y相川町の文化財一・覧表
　　一国県町指定の文化財一
1．国指定文化財
種別 名　　　称 数量 指定年月日 所　在　地 所　在　地 所在ﾔ号
（1）有形文化財（重要文化財）
彫　　　刻 金銅聖観音立像 1躯 明44．8．9相川町大字二見 龍吟寺 1
（2）民俗文化財（重要有形民俗文化財）
器　　　具 佐渡海府の紡織用具 542点昭51．8．23相川町大字坂下町 相川町 2
（3）民俗文化財（重要無形民俗文化財）
民俗芸能 佐渡の人形芝居 昭52．51．17両津市・佐渡郡 佐渡人形芝居保存会 3
（4）記念物
名　　　勝 佐渡海府海岸 昭9．5．1 相川町・両津市 相川町・両津市 4
天然記念物 平根崎波蝕おう穴群 昭15．7．12相川町大字戸中 相川町 5
史　　　跡 佐渡金山遺跡
@①宗太夫間歩
@②南沢疎水道
@③佐渡奉行所跡
@④大久保長安逆修塔
@　河村彦左衛門供養塔
@⑤鐘　　楼
@⑥御料局佐渡支庁跡
@⑦道遊の割戸
7件平6．5．24相川町
叶?ｬ大字下相川
叶?ｬ大字南沢町
叶?ｬ大字広間町
叶?ｬ大字江戸沢
叶?ｬ大字八百屋町
叶?ｬ大字坂下町
叶?ｬ大字銀山町
㈱ゴールデン佐渡
潟Sールデン佐渡
叶?ｬ
蛻ﾀ寺
叶?ｬ
叶?ｬ
潟Sールデン佐渡
678910211
皿．県指定文化財
種　別 名　　　称 数量 指定年月日 所在　地 所在　地 所在ﾔ号
（1）有形文化財
彫　　　刻 銅造観世音菩薩立像 1躯 昭59．3．27相川町大字鹿伏 観音寺 12
古　文　書 川上家文書 22冊平11．3．30相川町大字坂下町 川上二六・相川町 2
考古資料 佐渡奉行所跡出土品一括 471点平12．3．24相川町大字長坂町 相川町教育委員会 13
（2）記念物
史　　　跡 相川鉱山遺跡・ﾁ目市左工門墓 昭33．3．5相川町大字下相川 総源寺 14
史　　　跡 浜端洞穴遺跡 昭48．3．29相川町大字高瀬 渡部寛 15
史　　　跡 台ヶ鼻古墳 昭48．3．29相川町大字二見
新潟臨港海陸運㈱・川崎製鉄株式会社
16
史　　　跡 小川台場跡 平14．3．29相川町大字小川 小川集落 17
天然記念物
yび名勝台ケ鼻 昭48．3．29相川町大字二見
新潟臨港海陸運㈱・川崎製鉄株式会社
18
一110一
皿．町指定文化財
種別 名　　　称 数量 指定年月日 所在地 所在　地 所在ﾔ号
（1）有形文化財
絵　　　画 大提灯の武者絵 13点昭49．8．1相川町大字坂下町 石拍町町内会・相川町 2
彫　　　刻 内陣欄間と御拝 1式 昭49．8．1相川町大字南沢町 長明寺 19
古　文　書 高野家文書 2点 平元．10．12相川町大字坂下町 相川町 2
歴史資料 佐渡奉行所関連絵図 9件19点平10．3．9相川町 ㈱ゴールデン佐渡・ｻのほか
（2）無形文化財
工芸技術 無名異焼 平10．3．9相川町大字北沢 相川無名異焼窯業組合 20
（3）民俗文化財（有形民俗文化財）
紡織用具 級織り用具と製品 120点昭49．8．1相川町大字坂下町 相川町 2
鉱業用具 相川金山鉱具 55点昭49．8．1相川町大字下相川・坂下町
㈱ゴールデン佐渡・相川町
2
絵　　　馬 相川音頭絵馬 1点 昭49．8．1相川町大字坂下町 塩竃神社・相川町 2
観音堂奉納絵馬 6点 昭49．8．1相川町大字坂下町 大乗寺・相川町 2
七福神演能絵馬 1点 昭49．8．1相川町大字下山之神 大山祇神社 21
やわらぎ絵馬 1点 昭49．8．1相川町大字下山之神 大山祇神社 22
金掘り絵馬 2点 平ll．6．25相川町大字坂下町 法輪寺・相川町 2
藤波友忠奉納絵馬 1点 平11．6．25相川町大字北秋 胎蔵寺 23
（4）民俗文化財（無形民俗文化財）
民俗芸能 大幡神社祭礼行事 1点 昭49．8．1相川町大字大倉 大倉集落 24
善知鳥神社祭礼行事 1点 昭49．8．1相川町大字下戸村 善知鳥神社 25
北野神社祭礼行事 1点 昭49．8．1相川町大字稲鯨 稲鯨集落 26
御礼智神社祭礼行事 1点 昭52．6．1相川町大字北田野浦 北田野浦集落 27
熊野神社祭礼行事 1点 昭61．1．6相川町大字戸地 戸地集落 28
はしご乗り 1点平11．6．25相川町大字四丁目 はしご乗り保存会 29
一111一
種　別 名　　　称 数量 指定年月日 所在　地 所　在　地 所在ﾔ号
（5）記念物
史　　　跡 黒沢金太郎窯跡 昭49．8．1相川町大字羽田村 森春代・相川町 30
寺町に至る石段 昭49．8．1相川町大字南沢町 相川町 31
中山旧道 昭49．8．1相川町大字下戸村 相川町 32
西　坂 昭49．8．1相川町大字長坂町 相川町 33
厳常寺坂 昭49．8．1相川町大字坂下町 相川町 34
旧相川裁判所跡 昭59．3．15相川町大字米屋町 相川町 35
天然記念物 大安寺のタブ林 昭49，8．1相川町大字江戸沢町 大安寺 36
北五葉の松 昭49．8．1相川町大字南片辺 南片辺集落 37
小川のマルバシャリンバイ 昭49．8．1相川町大字小川 国（相川土木事務所） 38
尾平神社のタブ林 昭49．8．1相川町大字大浦 尾平神社 39
二見神社社叢 昭49．8．1相川町大字二見 二見神社 40
鏡　岩 昭49．8．1相川町大字関 本間勲 41
相川・北岳のブナ林 平10．2．26相川町大字戸中 新潟県 42
清水寺の大イチョウ 平11．6．25相川町大字石名 清水寺 43
一112一
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